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第
四
十
六 

  
 

世
代
交
代 

   
 
 
 
 

一 
  

黒
澤
商
店
が
ホ
レ
リ
ス
式
統
計
会
計
機
械
装
置
を
扱
っ
た
一
九
二

七
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
の
世
相
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。 

 

計
算
機
の
普
及
や
利
用
技
術
を
主
軸
に
す
え
る
本
書
か
ら
す
る
と
、

こ
の
期
間
は
、 

 

―
―
ま
こ
と
に
奇
妙
な
時
代
。 

 

と
言
う
ほ
か
は
な
い
。 

 

と
に
か
く
景
気
は
よ
く
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
算
機

が
売
れ
た
。
書
類
用
の
フ
ァ
イ
ル
や
バ
イ
ン
ダ
ー
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
と
い
っ
た
事
務
機
器
、「
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
手
廻
し

式
計
算
機
な
ど
も
売
れ
た
。
計
算
機
や
事
務
機
器
の
世
界
か
ら
見
れ

ば
、
最
初
の
隆
盛
期
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

な
ぜ
か
と
い
う
と
―
―
。 

 

以
下
は
一
般
的
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
わ
ず
か
に
関
東
大
震

災
の
あ
と
数
年
、
東
京
や
横
浜
で
は
ビ
ル
や
住
宅
、
道
路
や
橋
の
再

建
と
復
興
で
経
済
が
潤
っ
た
。
個
人
住
宅
が
建
て
替
え
ら
れ
、
地
震

に
強
く
、
火
事
で
も
燃
え
な
い
三
階
建
の
看
板
建
物
や
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
大
規
模
な
建
築
物
が
相
次
い
で
建
て
ら
れ
た
。
複
雑
で
大

量
の
計
算
業
務
が
発
生
し
、
そ
れ
ま
で
の
ソ
ロ
バ
ン
を
頼
り
に
し
て

い
た
手
計
算
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
。 

 

な
る
ほ
ど
、
一
理
は
あ
る
。 
 

―
―
第
一
次
大
戦
の
好
況
で
肥
大
化
し
た
企
業
や
商
店
が
、
不
況

に
備
え
る
べ
く
事
務
能
率
を
改
善
し
、
人
件
費
の
圧
縮
を
追
求
し
始

め
た
の
だ
。 

 

と
言
う
向
き
も
あ
る
。 

 

た
し
か
に
そ
れ
も
一
つ
の
要
因
に
は
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ
の
動

き
を
後
押
し
し
た
の
は
普
及
啓
蒙
の
活
動
だ
っ
た
。 

 

大
正
末
期
か
ら
「
執
務
能
率
の
増
進
」「
能
率
増
進
」
が
盛
ん
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
し
、
日
本
能
率
連
合
会
（
の
ち
日
本
能
率
協
会
）

か
ら
『
産
業
能
率
』
と
い
う
雑
誌
が
発
刊
さ
れ
た
。
坂
本
重
関
が

『
事
務
能
率
増
進
法
』
を
刊
行
し
た
の
は
一
九
三
〇
年
六
月
、
鈴
木

久
蔵
が
『
現
業
事
務
能
率
講
話
』
を
著
わ
し
た
の
は
同
年
の
十
二
月

だ
っ
た
。 

 
ま
た
一
九
三
三
年
に
な
る
と
、
第
一
回
統
計
機
械
技
術
研
究
会
が

東
京
東
亜
会
館
で
開
か
れ
た
。
こ
う
し
た
啓
蒙
活
動
が
企
業
経
営
者

に
計
算
事
務
の
機
械
化
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
を
得

な
い
。 

 

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、「
数
字
」
の
問
題
だ
っ
た
。
こ
の
こ
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と
に
最
初
に
気
が
つ
い
た
の
が
前
島
密
だ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
書
い

た
。 

 
い
う
ま
で
も
な
く
、
漢
数
字
の
「
壹
」「
壱
」「
一
」、「
貳
」「
弐
」

「
二
」
あ
る
い
は
「
十
」「
百
」「
千
」「
万
」
と
算
用
数
字
（
ア
ラ

ビ
ア
数
字
）
の
「
１
」「
２
」「
10
」「
１
０
０
」「
１
０
０
０
」
は

意
味
が
異
な
る
。
漢
字
の
「
壹
」「
壱
」「
一
」、「
貳
」「
弐
」「
二
」、

「
拾
」「
十
」、「
佰
」「
百
」、「
阡
」「
千
」、「
萬
」「
万
」
は
そ
れ
ぞ

れ
の
数
量
に
当
て
ら
れ
た
単
独
の
文
字
な
の
に
対
し
、
算
用
数
字
は

何
桁
の
数
量
で
あ
っ
て
も
「
０
」
か
ら
「
９
」
ま
で
の
数
字
の
組
み

合
わ
せ
で
あ
る
。 

 

前
者
は
〝
表
現
〞
に
類
し
、
後
者
は
〝
表
記
〞
に
属
す
る
。
領
収

書
や
寺
社
へ
の
寄
付
は
漢
数
字
で
構
わ
な
い
が
、
こ
れ
を
集
計
し
項

目
ご
と
に
分
類
す
る
に
は
、
む
ろ
ん
算
用
数
字
が
適
し
て
い
る
。 

 

現
在
の
わ
た
し
た
ち
か
ら
す
る
と
、 

 

―
―
え
っ
？ 

 

と
い
う
感
じ
な
の
だ
が
、
実
に
昭
和
初
期
ま
で
、
統
計
会
計
機
械

装
置
に
お
い
て
さ
え
、
人
々
は
そ
の
結
果
を
漢
数
字
で
表
わ
し
て
い

た
。
伝
票
か
ら
機
械
装
置
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
に
も
、
機
械
装
置
が

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
結
果
を
表
に
写
す
際
に
も
、
人
々
は
漢
数
字
を

算
用
数
字
に
変
換
す
る
作
業
を
こ
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
三
五
年
四
月
、
日
本
能
率
連
合
会
が 

 

―
―
統
計
諸
表
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
表
記
し
よ
う
で
は
な
い
か
。 

 

と
提
唱
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
あ
た
か
も
裸
の
王
様
に
子
ど
も
が
発
し
た 

 

「
な
ぜ
あ
な
た
は
裸
な
の
？
」 

 

と
い
う
質
問
に
等
し
い
。 

 

こ
の
提
言
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
ま
ず
公
共
機
関
が
公
表
す
る

統
計
を
算
用
数
字
に
変
え
、
民
間
企
業
で
も
当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
計
算
機
械
装
置
の
利

用
が
広
が
っ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

計
算
機
か
ら
眼
を
転
じ
て
、
社
会
を
眺
め
る
こ
と
に
す
る
。 

 

景
気
は
好
・
不
況
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
下
降
す
る
傾
向
を
示
し
て

い
た
。
政
治
は
明
治
以
来
の
露
骨
な
藩
閥
偏
重
が
終
焉
し
て
「
民
」

主
体
の
政
党
が
政
権
を
担
っ
た
が
、
次
第
に
「
軍
」
主
導
の
構
図
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
る
こ
と
ろ
、
全
体
と
し
て
の
見
通
し
は
バ

ラ
色
で
は
な
か
っ
た
。 

 
日
本
と
い
う
国
に
と
っ
て
こ
の
時
代
は
、
政
治
・
経
済
の
タ
ー
ニ

ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
べ
き
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
世
界
史
の

観
点
で
も
「
近
代
」
を
分
析
す
る
上
で
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

の
だ
が
、
同
時
に
い
く
つ
か
の
動
き
が
錯
綜
し
、
か
つ
相
互
に
連
携

し
、
姿
を
変
え
て
現
わ
れ
る
。
た
め
に
史
家
は
、
こ
の
時
機
の
再
現
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に
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
し
て
い
る
。 

 
国
内
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
動
き
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。 

 

一
つ
は
国
内
に
お
け
る
政
治
情
勢
の
変
化
で
あ
る
。 

 

政
党
政
治
が
終
焉
し
、
軍
部
が
台
頭
し
た
。 

 

一
九
二
七
年
四
月
二
十
日
に
発
足
し
た
田
中
義
一
内
閣
か
ら
一
九

三
七
年
一
月
二
十
三
日
に
総
辞
職
し
た
広
田
弘
毅
内
閣
ま
で
、
正
味

九
年
九
か
月
の
間
に
成
立
し
た
内
閣
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

  

・
田
中
義
一
＝
二
七
年
四
月
二
十
日
〜
二
九
年
七
月
二
日 

 

・
浜
口
雄
幸
＝
二
九
年
七
月
二
日
〜
三
一
年
四
月
三
日
：  

 

・
若
槻
礼
次
郎
＝
三
一
年
四
月
十
四
日
〜
十
二
月
十
一
日 

 

・
犬
養 

毅
＝
三
一
年
十
二
月
十
三
日
〜
三
二
年
五
月
十
六
日 

 

・
斎
藤 

実
＝
三
二
年
五
月
二
六
日
〜
三
四
年
七
月
三
日 

 

・
岡
田
啓
介
＝
三
四
年
七
月
八
日
〜
三
六
年
二
月
二
十
九
日 

 

・
広
田
弘
毅
＝
三
六
年
三
月
九
日
〜
三
七
年
一
月
二
十
三
日 

  

い
や
、
め
ま
ぐ
る
し
い
。
浜
口
内
閣
は
九
か
月
、
若
槻
内
閣
は
八

か
月
、
犬
養
内
閣
は
六
か
月
で
し
か
な
い
。
こ
ん
に
ち
で
あ
れ
ば
政

府
与
党
内
の
派
閥
争
い
だ
が
、
こ
の
時
期
に
短
命
内
閣
が
頻
出
し
た

の
は
文
民
と
軍
部
の
政
権
争
い
が
背
景
に
あ
っ
た
。 

 

二
年
以
上
続
い
た
の
は
田
中
義
一
と
斉
藤
実
だ
け
で
、
両
者
に
共

通
す
る
の
は
軍
人
だ
っ
た
。
田
中
は
陸
軍
大
将
、
斉
藤
は
海
軍
大
将

で
あ
る
。
岡
田
啓
介
も
海
軍
大
将
で
、「
二
・
二
六
事
件
」
に
遭
遇

し
な
け
れ
ば
、
内
閣
の
寿
命
を
二
年
以
上
保
つ
こ
と
が
で
き
た
か
も

し
れ
な
い
。 

 

浜
口
、
若
槻
、
犬
養
、
広
田
と
い
っ
た
政
党
を
基
盤
と
す
る
文
民

内
閣
で
あ
っ
て
も
、
軍
部
の
支
持
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
か
っ
た
。

経
済
力
が
軍
事
力
を
支
え
て
い
た
の
だ
が
、
第
一
次
大
戦
を
境
に
軍

事
力
が
経
済
力
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

結
果
と
し
て
、
財
界
は
軍
部
と
手
を
結
ん
だ
。
海
外
に
お
け
る
資

産
と
利
権
の
保
全
・
拡
大
は
、
外
交
で
な
く
軍
事
力
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。 

 

も
う
一
つ
は
国
際
情
勢
の
変
化
だ
っ
た
。 

 

第
一
次
大
戦
後
に
築
か
れ
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ

っ
た
。
経
済
と
国
際
情
勢
が
密
接
に
関
連
し
、
そ
の
二
つ
は
軍
事
力

を
裏
づ
け
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。 

 

主
な
歴
史
的
事
件
で
い
え
ば
、 

  
・
金
融
恐
慌
（
一
九
二
七
年
） 

 
・
山
東
出
兵
（
同
） 

 
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
同
） 

 

・
満
州
事
変
（
一
九
三
一
年
） 

 

・
五
一
五
事
件
（
一
九
三
二
年
） 
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・
二
二
六
事
件
（
一
九
三
六
年
） 

  
で
あ
る
。 

 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
か
ら
日
中
戦
争
へ
、
さ
ら
に
い
え
ば

太
平
洋
戦
争
へ
の
準
備
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
。
時
代
を
色
合

い
で
表
わ
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
「
灰
色
」
が
似
合
っ
て
い
る
。 

 

灰
色
の
色
合
い
を
深
く
し
た
の
は
要
人
の
暗
殺
で
あ
る
。 

 

一
九
二
一
年
九
月
二
十
八
日
、
安
田
財
閥
の
総
帥
・
安
田
善
次
郎

が
神
奈
川
県
大
磯
の
別
邸
で
刺
殺
さ
れ
た
。
享
年
八
十
二
。 

 

犯
人
は
朝
日
平
吾
と
い
う
三
十
二
歳
の
不
満
分
子
だ
っ
た
。
第
一

次
大
戦
後
の
不
況
に
際
し
て
自
分
は
株
式
投
資
で
大
損
を
し
た
の
に
、

安
田
善
次
郎
は
二
千
万
円
も
儲
け
た
の
は
け
し
か
ら
ん
、
と
い
う
の

が
理
由
だ
っ
た
。 

 

朝
日
は
善
次
郎
を
刺
殺
し
た
直
後
、
そ
の
場
で
自
殺
し
た
。
手
持

ち
の
折
鞄
に
入
っ
て
い
た
斬
奸
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。 

 

奸
富
安
田
善
次
郎
巨
富
ヲ
作
ス
ト
雖
モ
富
豪
ノ
責
任
ヲ
果
サ
ズ
。
国

家
社
会
ヲ
無
視
シ
、
貪
欲
卑
吝
ニ
シ
テ
民
衆
ノ
怨
府
タ
ル
ヤ
久
シ
、

予
其
ノ
頑
迷
ヲ
愍
ミ
仏
心
慈
言
ヲ
以
テ
訓
フ
ル
ト
雖
モ
改
悟
セ
ズ
。

由
テ
天
誅
ヲ
加
ヘ
世
ノ
警
メ
ト
為
ス 

  

同
じ
年
の
十
一
月
四
日
、
内
閣
総
理
大
臣
・
原
敬
が
東
京
駅
で
刺

殺
さ
れ
た
。
享
年
六
十
五
。 

 

犯
人
は
中
岡
艮
一
と
い
う
鉄
道
省
山
手
線
大
塚
駅
職
員
だ
っ
た
。

朝
日
平
吾
の
安
田
善
次
郎
暗
殺
が
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。 

  

こ
の
時
期
、
政
財
界
で
鬼
籍
に
入
る
人
が
多
か
っ
た
。 
  

・
一
九
二
二
年
一
月 

大
隈
重
信
没
（
享
年
八
十
三
） 

 

・ 
 
 
 
 

二
月 

山
県
有
朋
没
（
享
年
八
十
三
） 

 

・
一
九
二
三
年
九
月 

加
藤
友
三
郎
没
（
享
年
六
十
二
） 

 

・
一
九
二
四
年
七
月 

松
方
正
義
没
（
享
年
八
十
九
） 

 

・
一
九
二
六
年
一
月 

加
藤
高
明
没
（
享
年
六
十
六
） 

 

・ 
 
 
 

十
二
月 

大
正
天
皇
崩
御
（
享
年
四
十
七
） 

  

た
だ
ち
に
摂
政
・
裕
仁
親
王
が
践
祚
し
、
新
年
号
「
昭
和
」
が
定

ま
っ
た
。
た
め
に
昭
和
元
年
は
六
日
間
し
か
な
い
。 

 

こ
の
の
ち
や
や
あ
っ
て
、
一
九
三
一
年
十
一
月
十
一
日
に
渋
澤
栄

一
が
九
十
二
歳
で
没
し
た
。 

 
武
蔵
国
榛
沢
郡
血
洗
島
（
の
ち
埼
玉
県
大
里
郡
八
基
村
）
の
豪
農

に
生
ま
れ
、
徳
川
三
家
門
の
筆
頭
で
あ
る
一
橋
家
に
出
仕
し
た
。
水

戸
徳
川
家
出
身
の
一
橋
慶
喜
が
第
十
六
代
将
軍
と
な
る
に
お
よ
ん
で

幕
臣
に
列
し
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
日
本
代
表
使
節
（
代
表
・
徳
川

武
昭
）
に
随
行
し
た
。
そ
の
際
の
見
聞
を
も
と
に
、
一
八
六
八
年
徳
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川
家
が
明
治
政
府
か
ら
借
用
し
た
五
十
万
両
余
を
元
に
事
業
家
に
転

身
し
た
。 

 
渋
澤
は
、
第
一
国
立
銀
行
、
王
子
製
紙
、
大
阪
紡
績
、
東
京
人
造

肥
料
、
東
京
瓦
斯
、
東
京
貯
蓄
銀
行
な
ど
五
百
を
超
え
る
会
社
を
設

立
し
た
。
明
治
の
殖
産
興
業
は
こ
の
人
物
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

ま
た
そ
の
後
の
産
業
の
振
興
に
も
渋
沢
家
が
深
く
関
与
し
た
。
こ
の

人
物
の
死
を
も
っ
て
、
幕
末
維
新
の
空
気
を
知
る
者
は
ほ
ぼ
地
上
か

ら
消
え
た
と
い
っ
て
い
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

中
華
民
国
で
も
世
代
の
交
代
を
き
っ
か
け
に
政
局
が
動
い
て
い
た
。 

 

一
九
二
五
年
一
月
十
二
日
、
孫
文
が
北
京
で
没
し
た
。
享
年
五
十

九
。 

 

広
東
省
に
生
ま
れ
、
日
本
に
留
学
し
て
医
者
と
な
っ
た
。
と
き
の

清
王
朝
は
有
名
無
実
に
化
し
、
中
国
は
西
欧
列
強
は
お
ろ
か
、
新
興

の
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
も
租
借
地
を
与
え
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
こ

れ
に
義
憤
し
て
「
興
中
会
」
を
組
織
し
、
の
ち
に
発
展
し
て
中
国
革

命
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
ば
し
ば
日
本
を
訪
れ
、
留
学
時
代
の
旧
友
と
親
し
く
交
わ
る
と

と
も
に
、
運
動
に
必
要
な
資
金
を
調
達
し
た
。
鈴
木
久
五
郎
が
十
万

円
と
い
う
大
金
を
渡
し
て
、
革
命
の
志
を
気
取
っ
た
の
は
そ
の
と
き

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
九
一
一
年
は
五
行
干
支
で
い
う
「
辛
亥
」
に
当
た
っ
て
い
た
。 

 

「
辛
亥
」
は
革
命
の
年
で
あ
る
。 

 

隋
・
唐
の
時
代
ま
で
、
そ
れ
は
「
辛
酉
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

が
、
歴
史
が
重
な
る
と
必
ず
し
も
辛
酉
の
年
だ
け
に
大
き
な
政
変
が

起
こ
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
「
甲
子
」
の
年
に

は
〝
革
令
〞
の
役
割
が
与
え
ら
れ
、「
辛
亥
」
に
は
〝
維
新
〞
の
意

味
が
付
与
さ
れ
た
。
つ
ま
り
暦
と
は
つ
と
め
て
政
治
的
な
も
の
な
の

で
あ
る
。 

 

孫
文
は
そ
れ
を
利
用
し
た
。 

 

「
天
命
が
革
ま
る
の
だ
」 

 

と
民
衆
に
訴
え
た
。 

 

こ
の
訴
え
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
。 

 

こ
れ
が
た
め
に
皇
帝
か
ら
人
心
が
離
れ
、
清
朝
が
倒
れ
、
満
州
族

は
辮
髪
を
翻
し
て
東
北
の
故
地
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
年
の
十
二

月
二
十
九
日
、
南
京
に
「
中
華
民
国
軍
政
府
湖
北
都
督
府
」
が
樹
立

さ
れ
る
と
、
孫
文
は
百
万
の
民
が
歓
喜
す
る
な
か
で
臨
時
大
統
領
に

就
任
し
た
。 

 
一
九
一
二
年
三
月
、「
中
華
民
国
」
の
成
立
を
も
っ
て
孫
文
は
大

統
領
の
職
を
袁
世
凱
に
譲
り
、
自
ら
を
思
想
的
指
導
者
に
位
置
づ
け

よ
う
と
し
た
。
後
世
の
毛
沢
東
と
周
恩
来
の
関
係
に
似
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
袁
世
凱
や
段
祺
瑞
な
ど
軍
部
と
の
対
立
が
深
ま
り
、
つ
い
に
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袁
が
「
皇
帝
」
を
称
す
る
に
及
ん
で
広
東
に
下
野
し
、
国
民
党
を
組

織
し
た
。
中
国
で
は
「
国
父
」
と
尊
称
さ
れ
る
。 

 
孫
文
が
世
を
去
っ
た
後
、
中
華
民
国
の
中
枢
を
握
っ
た
の
は
段
祺

瑞
だ
っ
た
。
安
徽
省
出
身
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
軍
事
を
学
び
、
帰

国
す
る
や
袁
世
凱
の
腹
心
と
し
て
武
威
を
張
っ
た
。
し
か
し
南
京
政

府
は
中
国
全
土
を
掌
握
で
き
な
か
っ
た
。 

 

満
州
に
は
安
国
軍
総
司
令
・
張
作
霖
を
首
領
と
す
る
軍
閥
が
半
独

立
の
情
況
に
あ
り
、
か
た
や
広
東
省
に
は
北
伐
軍
総
司
令
・
蒋
介
石

を
代
表
す
る
国
民
政
府
が
地
方
軍
閥
を
傘
下
に
お
さ
め
て
勢
力
の
拡

張
を
図
っ
て
い
た
。 

 

一
九
二
六
年
、
国
民
政
府
軍
は
湖
南
・
江
西
省
に
進
入
し
、
二
七

年
の
初
め
に
は
淅
江
省
の
孫
傳
芳
軍
を
破
っ
て
上
海
に
迫
っ
た
。
張

作
霖
が
孫
傳
芳
を
支
援
す
る
た
め
に
張
宗
昌
の
軍
を
差
し
向
け
た
た

め
、
満
州
軍
閥
と
国
民
政
府
軍
の
間
に
緊
張
が
み
な
ぎ
っ
た
。 

 

―
―
こ
れ
で
は
段
祺
瑞
に
漁
夫
の
利
を
与
え
る
の
み
で
あ
る
。 

 

と
判
断
し
た
国
民
政
府
軍
が
ひ
と
ま
ず
揚
子
江
南
岸
に
後
退
し
、

こ
と
な
き
を
得
た
。 

 

一
九
二
七
年
の
一
月
、
国
民
政
府
軍
は
再
び
北
伐
を
開
始
し
、
三

月
に
南
京
に
入
城
し
た
。
そ
の
際
、
一
部
の
部
隊
が
日
本
領
事
館
を

襲
撃
し
た
。「
内
政
不
干
渉
」
を
方
針
と
す
る
若
槻
内
閣
（
第
一
次
）

は
、
こ
の
事
件
に
際
し
て
も
艦
隊
に
よ
る
領
事
館
員
救
出
に
と
ど
め
、

騒
動
は
ひ
と
ま
ず
収
ま
る
か
に
見
え
た
。 

  
 
 
 
 

四 
  

こ
の
年
の
三
月
、
衆
議
院
で
野
党
の
政
友
会
、
実
業
同
志
会
が
震

災
手
形
の
処
理
に
つ
い
て
激
し
く
若
槻
礼
次
郎
内
閣
を
追
求
し
た
。

若
槻
礼
次
郎
は
加
藤
高
明
の
死
没
を
受
け
て
憲
政
会
総
裁
に
就
い
て

い
た
。 

 

当
初
、
一
億
円
の
予
定
だ
っ
た
震
災
手
形
は
、
産
業
界
の
要
望
を

聞
き
入
れ
て
い
る
う
ち
、
最
終
的
に
二
億
七
百
万
円
に
膨
れ
上
が
っ

て
い
た
。
手
形
の
割
引
に
つ
い
て
日
銀
が
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
政
府
は
特
別
措
置
法
で
手
形
の
割
引
率
を
引
き
上
げ
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
野
党
は
こ
の
点
を
攻
め
立
て
た
の
だ
っ
た
。 

 

一
方
、
米
騒
動
で
焼
打
ち
に
あ
っ
た
神
戸
の
鈴
木
商
店
は
、
長
引

く
不
況
で
債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
た
。
同
商
店
が
抱
え
る
債
務
総
額

四
億
五
千
万
円
の
う
ち
、
台
湾
銀
行
の
債
権
が
三
億
五
千
万
円
を
占

め
、
そ
の
う
ち
六
千
五
百
万
円
が
震
災
手
形
だ
っ
た
。
政
府
が
発
行

し
た
震
災
手
形
の
三
一
％
超
で
あ
る
。 

 
鈴
木
商
店
が
倒
産
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。 

 
こ
れ
を
追
及
し
な
い
野
党
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 
「
こ
の
焦
げ
付
き
を
ど
う
す
る
の
か
」 

 

と
野
党
は
詰
め
寄
っ
た
。 

 

蔵
相
・
片
岡
直
温
は
、
思
慮
が
足
り
な
か
っ
た
。 
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三
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
衆
院
予
算
委
員
会
で
彼
は
、 

 
「
東
京
渡
辺
銀
行
が
と
う
と
う
破
綻
を
致
し
ま
し
た
」 

 
と
、
発
言
し
た
。 

 

東
京
渡
辺
銀
行
は
神
戸
の
鈴
木
商
店
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
。 

 

台
湾
銀
行
と
も
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。 

 

後
日
の
自
叙
伝
で
、
片
岡
は
「
午
後
四
時
を
回
り
、
銀
行
は
業
務

を
終
了
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
た
」
と
弁
明
し
て
い
る

が
、
失
態
の
ほ
か
の
何
も
の
で
も
な
い
。 

 

翌
日
、
渡
辺
銀
行
に
預
金
者
が
預
金
の
取
り
付
け
に
殺
到
し
た
。 

 

渡
辺
銀
行
は
要
求
に
こ
た
え
る
だ
け
の
現
金
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
渡
辺
銀
行
は
事
実
上
、
倒
産
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
鈴
木
商
店
も
破
綻
し
、
台
湾
銀
行
も
休
業
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。 

 

こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
若
槻
内
閣
は
総
辞
職
し
、
政
友
会
の
田

中
義
一
が
組
閣
し
た
。
取
り
付
け
騒
ぎ
が
起
こ
っ
た
の
は
全
国
で
三

十
七
行
に
お
よ
び
、
引
き
出
さ
れ
た
預
金
総
額
は
八
億
八
千
万
円
に

達
し
た
と
い
う
。 

 

田
中
内
閣
の
蔵
相
に
就
任
し
た
高
橋
是
清
は
四
月
二
十
二
日
、
緊

急
勅
令
で
金
銭
債
務
の
支
払
延
期
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を
三
週
間
に

わ
た
っ
て
実
施
し
、
よ
う
や
く
沈
静
化
を
見
た
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
昭
和
金
融
恐
慌
」
が
こ
れ
で
あ
る
。 

 

若
槻
内
閣
に
代
わ
っ
て
政
権
を
担
っ
た
田
中
義
一
内
閣
は
、
内
憂

と
外
患
を
一
度
に
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
清
王
朝
消
滅
後

の
中
国
の
動
乱
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
ま
る
で
紀
元
三
世
紀
、
曹
（
魏
）、
孫
（
呉
）、
劉
（
蜀
）

の
三
国
が
覇
権
を
争
っ
た
時
代
を
思
わ
せ
る
。
歴
史
活
劇
を
見
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
実
の
出
来
事
だ
っ
た
。 



第 46 世代交代（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

安
田
善
次
郎 

や
す
だ
・
ぜ
ん
じ
ろ
う
／
１
８
８
２
〜
１
９
２
１
。越
中（
富

山
県
）
で
生
ま
れ
育
ち
、
二
十
歳
の
と
き
江
戸
に
出
て
丁
稚
奉
公
の
の
ち
、

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
両
替
商
「
安
田
屋
」
を
開
業
し
た
。
維
新
直
後

に
太
政
官
札
を
買
い
占
め
て
巨
利
を
得
、
第
三
国
立
銀
行
、
第
四
十
一
国
立

銀
行
、
安
田
銀
行
を
設
立
し
、
安
田
財
閥
を
形
成
し
た
。
寄
贈
し
た
東
京
大

学
安
田
講
堂
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

安
田
財
閥
の
主
な
企
業
は
、
富
士
銀
行
（
み
ず
ほ
銀
行
）、
安
田
信
託
銀
行

（
み
ず
ほ
信
託
銀
行
）。東
京
建
物
、安
田
生
命
保
険（
明
治
安
田
生
命
保
険
）、

安
田
火
災
海
上
保
険
（
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
）、
日
本
精
工
、
安
田
倉
庫
、
帝

国
繊
維
な
ど
。 

原	 

敬 

は
ら
・
た
か
し
／
１
８
５
６
〜
１
９
２
１
。
初
名
は
「
健
次
郎
」

と
い
っ
た
。
生
家
は
石
高
二
百
二
十
七
石
の
盛
岡
・
南
部
家
の
武
家
だ
っ
た

が
、明
治
に
入
っ
て
没
落
し
、一
八
七
三
年
自
ら
分
家
し
て「
岩
手
県
平
民
」

を
公
称
し
た
。外
務
次
官
、大
阪
毎
日
新
聞
社
社
長
、立
憲
政
友
会
幹
事
長
、

逓
信
大
臣
、
衆
議
院
議
員
、
内
務
大
臣
、
立
憲
政
友
会
総
裁
、
内
閣
総
理
大

臣
な
ど
を
歴
任
し
た
。「
平
民
宰
相
」
の
渾
名
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
流
行

語
と
な
っ
た
。 

中
岡
艮
一 

な
か
お
か
・
こ
ん
い
ち
／
１
９
０
３
〜
１
９
８
０
。
原
敬
暗
殺

で
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け
た
が
一
九
三
四
年
、
恩
赦
で
出
獄
し
た
あ
と
満

州
で
陸
軍
司
令
部
に
勤
務
し
た
。 

大
隈
重
信 

お
お
く
ま
・
し
げ
の
ぶ
／
１
８
３
８
〜
１
９
２
１
。
佐
賀
鍋
島

藩
に
生
ま
れ
、維
新
後
に
微
士
参
与
、の
ち
立
憲
改
進
党
の
総
裁
に
就
い
た
。

三
菱
財
閥
の
岩
崎
弥
太
郎
と
親
交
が
あ
り
、
一
八
八
二
年
に
東
京
専
門
学
校

（
の
ち
早
稲
田
大
学
）
を
創
設
し
、
日
本
に
お
け
る
一
大
知
識
集
団
を
形
成

す
る
母
体
と
な
っ
た
。
一
九
一
四
年
四
月
か
ら
一
六
年
十
月
ま
で
首
相
を
務

め
た
が
、
国
粋
主
義
的
か
つ
好
戦
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
意
外
に

看
過
さ
れ
て
い
る
。 

山
県
有
朋 

や
ま
が
た
・
あ
り
と
も
／
１
８
３
８
〜
１
９
２
２
。
長
州
松
下

村
塾
に
学
び
幕
末
に
は
「
狂
介
」
を
称
し
た
。
陸
軍
大
将
と
し
て
日
清
戦
争

で
第
一
軍
司
令
官
、
日
露
戦
争
で
は
参
謀
総
長
を
務
め
た
。
二
度
に
わ
た
っ

て
内
閣
首
班
に
任
ぜ
ら
れ
、
公
爵
。
明
治
の
元
勲
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
っ

た
。
正
し
く
は
「
山
縣
」
だ
が
、
本
稿
で
は
『
日
本
人
名
辞
典
』（
三
省
堂
）

の
表
記
に
従
っ
た
。 

加
藤
友
三
郎 

か
と
う
・
と
も
ざ
ぶ
ろ
う
／
１
８
６
１
〜
１
９
２
２
。
安
芸

藩
（
広
島
県
）
に
生
ま
れ
、
日
露
戦
争
で
中
将
連
合
艦
隊
参
謀
長
と
し
て
、

元
帥
東
郷
平
八
郎
の
幕
下
で
日
本
海
海
戦
に
参
加
し
た
。
海
相
を
四
回
務
め

一
九
二
一
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
に
首
席
全
権
と
し
て
臨
ん
だ
。
二
二

年
六
月
か
ら
首
相
の
職
に
あ
っ
て
軍
艦
建
造
の
縮
小
と
陸
軍
四
個
師
団
の
廃

止
な
ど
を
実
現
し
た
。
子
爵
。 

松
方
正
義 

ま
つ
か
た
・
ま
さ
よ
し
／
１
８
３
５
〜
１
９
２
４
。 

薩
摩
の
下
級
武
士
の
家
に
生
ま
れ
、長
じ
て
大
久
保
利
通
に
従
い
公
武
合
体
、

倒
幕
運
動
に
参
加
し
た
。維
新
直
後
に
日
田
県
知
事
を
務
め
、の
ち
税
財
務
・

勧
業
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
、首
相
二
回
、蔵
相
八
回
の
間
に
日
本
銀
行
を
創
設
、

兌
換
紙
幣
を
発
行
し
、
金
本
位
制
を
実
施
し
た
。
赤
十
字
社
の
創
立
な
ど
に

業
績
を
残
し
た
。
公
爵
。 
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